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二
月
十
一
・
十
二
日
に
支
部
づ
く

り
の
促
進
と
二
万
人
の
協
会
を
め
ざ

し
て
、
近
畿
、
東
海
、
北
陸
地
域
の

支
部
運
営
者
会
議
が
、
大
津
市
内
で

開
催
さ
れ
、
二
十
数
支
部
・
四
十
一

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
部
の
矢
崎
事
務
局
長
か
ら
支
部

運
営
の
あ
り
方
と
、
新
た
な
支
部
づ

く
り
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

中
国
と
の
関
係
正
常
化
か
ら
十
数

年
、
運
動
の
発
展
の
中

で
中
国
側
の
協
会
に
対

す
る
認
識
も
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
る
。
支

部
活
動
の
活
性
化
の
な

か
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
草
の
根
活

動
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
、
各
地
で

飛
躍
的
な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

克
服
す
べ
き
点
と
し
て
、
各
地
で

連
合
会
直
属
会
員
が
増
加
、
支
部
活

動
が
停
滞
し
、
個
々
の
会

員
に
は
顔
の
見
え
な
い
組

織
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

直
属
会
員
を
い
か
に
支
部

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
か
、

広
範
囲
に
点
在
す
る
会
員

を
核
に
し
、
い
か
に
班
や

支
部
を
組
織
し
て
い
く
か

が
、
組
織
と
運
動
に
と
っ

て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

支
部
運
営
で
は
①
定
期
的
な
会
議

の
開
催
②
多
彩
な
行
事
の
開
催
③

会
員
を
絶
え
ず
増
や
す
④
集
金
を
確

実
に
行
う
⑤
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
の

五
原
則
の
徹
底
が
、
活
動
の
基
本
で

あ
る
事
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
支
部
を
結
成
し
て
い
く
取

り
組
み
や
、
困
難
な
支
部
の
再
建
強

化
へ
の
援
助
体
制
作
り
が
重
要
で
あ

り
、
支
部
活
動
の
活
性
化
が
組
織
と

運
動
発
展
の
要
と
な
り
ま
す
。

各
府
県
連
の
組
織
で
創
意
と
工
夫

で
楽
し
い
行
事
・
活
動
を
大
い
に
展

開
し
、
当
面
の
重
点
と
し
て
、
六
月

の
大
会
ま
で
に
四
〇
〇
名
以
上
の
会

員
拡
大
と
、
前
大
会
比
一
〇
％
増
を

め
ざ
し
て
取
り
組
む
と
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

近
畿
・
東
海
・
北
陸
か
ら
大
津
へ

支
部
の
活
動
を
交
流
・
討
論 府連通信

日
中
春
の
つ
ど
い

二
月
二
六
日(

日)

一
時
か
ら

楓
林
閣

（
あ
べ
の
・
ア
ポ
ロ
ビ
ル
九
階
）

参
加
費
・
四
〇
〇
〇
円
（
要
予
約
）

誘
い
あ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
阪
か
ら
五
名
が
参
加
、
高
瀬
事

務
局
長
か
ら
大
阪
全
体
の
支
部
活
動

を
報
告
、
東
大
阪
支
部
、
吹
田
支
部
、

大
阪
西
支
部
か
ら
支
部
の
現
状
と
問

題
点
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

兵
庫
、
京
都
、
愛
知
、
滋
賀
、
和

歌
山
、
福
井
、
か
ら
も
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
各
地
か
ら
の
報
告
を
紹
介

し
ま
す
。

兵
庫
で
は
加
古
川
や
姫
路
な
ど
播

州
の
支
部
が
学
習
会
や

中
国
旅
行
な
ど
活
発
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

芦
屋
・
西
宮
支
部
の

再

建

強

化

を

め

ざ

し

「
き
り
え
教
室
」
な
ど

を
開
催
し
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

京
都
で
は
漫
画
展
を
開
催
し
、
宇

治
支
部
の
再
建
強
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
中
国
語
講
座
の
生
徒
が
減

少
し
て
い
る
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
知
で
は
「
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
」
や
中
国
・
吉
林
省
長
春
と
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

福
井
は
留
学
生
や
研
修
生
と
「
第

十
二
回
春
節
祝
賀
日
中
友
好
交
流
会
」

が
２
０
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
春

節
を
祝
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

滋
賀
で
は
太
極
拳
教
室
を
中
心
に

昨
年
は
「
漫
画
展
」
も
開
催
し
ま
し

た
。
琵
琶
湖
が
あ
る
の
で
湖
北
・
湖

西
・
湖
東
な
ど
の
班
作
り
に
力
を
入

れ
た
い
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

東
大
阪
支
部
は
今
ま
で
活
動
五
原

則
と
逆
の
活
動
を
し
て
い
た
た
め
困

難
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
交
流
座
談
会
や
太
極
拳
・
映
画
鑑

賞
等
楽
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

吹
田
支
部
は
会
員
数
を
維
持
す
る

こ
と
に
努
力
し
、
太
極
拳
・
き
り
え

教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
阪
西
支
部
は
「
活
動
五
原
則｣

を
中
心
に
、
毎
月
定
例
行
事
を
開
催

し
、
会
員
七
〇
名
を
超
す
支
部
へ
と

目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

太
極
拳
教
室
は
、
親
切
・
丁
寧
な

指
導
で
好
評
で
す
。

支
部
活
動
運
営
者
会
議
の
討
論
か
ら

活
動
五
原
則
の
重
要
さ
を
確
認

中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

中国語講座４/ 2開講
① ３月２６日（月）１０：００～１１：３０

② ３月２６日（月）午後６：３０～８：００

③ ３月３１日（土）１０：００～１１：３０

レッスン会場：日中友好協会教室

初心者の方を対象にしています。 参加費無料

連絡先：大阪府連06-6372-8131

無料入門レッスンご案内



太
極
拳
教
室
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ
は
府
連
又
は
各
教
室
へ

府
連
教
室

な
ん
ば
府
立
体
育
館
又
は

西
隣
の
ヤ
マ
ト
卓
球
セ
ン
タ
ー

毎
月
曜
日

18
：
30
〜
20
：
30

日
中
大
阪
府
連
教
室(
四
階)

毎
月
曜
日

15
：
15
〜
17
：
10

大
阪
西
支
部
教
室

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
地
下
鉄
中
津
駅
又
は
阪
急
中
津
駅
）

毎
木
曜
日

18
：
30
〜
20
：
30

守
口
教
室

毎
水
曜

13
〜
15

第
一
・
三
・
五
火
曜
日
19
〜
20
半

毎
週
金
曜
日

19
〜
20
半
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年
末
募
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
団
体
と
個
人
の
五
八
名
の
方

か
ら
二
十
二
万
円
を
超
え
る
募
金

を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

不
況
の
中
一
層
の
経
費
節
約
と

会
員
拡
大
で
、
協
会
の
財
政
基
盤

を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

経
費
節
約
の
取

り
組
み
と
し
て
、

四
月
か
ら
中
国
語

講
座
で
使
用
し
て

い
る
教
室
を
一
つ

返
還
し
て
、
事
務
所
近
く
の
会
議

室
や
、
空
き
部
屋
を
利
用
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
教
室
が
分
散
し

て
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新
春
太
極
拳
初
稽
古

一
月
十
五
日
大
阪
府
連
主
催
の
新

春
初
稽
古
が
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
大
阪
府
内
と
京
都
の

六
教
室
か
ら
三
六
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

二
四
式
・
四
八
式
の
五
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
日
頃
の

練
習
と
は
違
っ
た
指
導
員
に

よ
る
講
習
と
な
り
、
こ
の
よ

う
な
合
同
練
習
は
も
っ
と
開

い
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

終
了
後
は
一
品
持
ち
寄
り
の

新
年
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
感
想
で
す
。
「
朝
早

く
か
ら
皆
さ
ん
と
元
気
に
練
習
し
楽

し
か
っ
た
で
す
。
い
つ
も
と
違
う
所

も
有
り
ま
し
た
が
気
が
つ
く
と
も
う

終
わ
り
？
と
思
う
ほ
ど
、
時
間
の
た

つ
の
が
早
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
」

春
日
井
で
の

太
極
拳
練
習
会

劉

志
・
老
師
を
迎
え

て
愛
知
県
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

支
部
が
主
催
し
て
、
二
月

四
日
・
五
日
の
両
日
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
春
日
井
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
西
支

部
か
ら
十
二
名
、
守
口
か

ら
二
名
、
京
都
か
ら
二
名
、

和
歌
山
か
ら
一
名
の
一
七
名
、
全
体

で
は
四
三
名
が
熱
心
に
受
講
し
ま
し

た
。劉

・
老
師
は
二
四
式
太
極
拳
を
、

第
一
組
・
起
勢
か
ら
順
を
追
っ
て
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
時

に
は
大
声
で
叱
咤
激
励
の

気
合
を
入
れ
て
、
二
日
間

で
最
後
の
収
勢
ま
で
、
二

四
の
型
を
か
な
り
ハ
ー
ド

な
指
導
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。劉

・
老
師
の
指
導
で
は
、

日
頃
練
習
し
て
い
た
身
体

の
動
か
し
方
と
少
し
違
っ
た
指
導
も

あ
り
ま
し
た
が
、
膝
は
爪
先
方
向
に

合
わ
せ
る
、
腕
は
し
っ
か
り
伸
ば
す
、

円
を
描
く
よ
う
に
大
き
く
な
ど
の
基

本
的
な
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

「
太
極
拳
教
室
の
練
習
時
間
は
一

時
間
で
は
物
足
り
な
い
、
九
〇
〜
一

二
〇
分
が
必
要
で
、
最

後
の
一
〇
〜
二
〇
分
が

重
要
で
そ
れ
を
頑
張
り

き
る
と
成
長
す
る
。
汗

を
か
く
ぐ
ら
い
身
体
に

負
荷
を
か
け
、
た
え
ず

基
本
に
も
ど
り
、
楽
し

い
講
習
会
を
」
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
有
益

な
講
習
会
で
し
た
。

府
連
主
催
で
新
春
太
極
拳
の
つ
ど
い

劉

志
老
師
の
24
式
太
極
拳
講
習
会

新春初稽古

大
阪
府
連
の
行
事

四
月
二
日
か
ら
第
九
六
期
中
国

語
教
室
が
開
講
し
ま
す
。
今
、
中

国
語
に
対
す
る
関
心
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
や
旅
行
を
は
じ
め
現
地
で
の
交

流
や
、
日
本
へ
来
ら
れ
た
中
国
旅

行
者
と
の
会
話
・
交
流
、
そ
れ
に

太
極
拳
な
ど
を
深
め
る
う
え
で
も
、

中
国
人
老
師
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
る
中
で
、
も
う
少
し
語
学
が
出

来
れ
ば
親
し
み
が
高
ま
り
、
う
ち

解
け
て
理
解
が
進
み
ま
す
。
今
や

重
要
な
外
国
語
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
お
知
り
合
い
の
方
で
語
学

や
中
国
に
興
味
が
あ
る
方
に
ぜ
ひ

当
講
座
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

夏
の
不
再
戦

平
和
月
間
に
は

漫
画
展
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

場
所
や
日
時

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
が
、

決
ま
り
次
第
、
府
連
ニ
ュ
ー
ス
等

で
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西
支
部
主
催
の
行
事

西
支
部
で
は
三
月
十
一
日
に
、

水
餃
子
教
室
が
尼
崎
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

四
月
上
旬
に
京
都
へ
ハ
イ
キ
ン

グ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
七
日
〜
二
十
二
日
ま
で

中
国
東
北
地
方
へ
、
平
和
を
求
め

て
の
旅
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

瀋
陽
・
長
春
・
ハ
ル
ピ
ン
へ
旧

満
州
鉄
道
で
大
草
原
を
走
り
ま
す
。

連
絡
は
府
連
事
務
所
ま
で

中
国
語
教
室
四
月
か
ら
開
講

中
国
旅
行
な
ど
も
企
画

日
中
友
好
協
会
主
催
の
全
国

き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
四
四

回
を
迎
え
ま
す
。
作
品
を
よ
り

一
層
深
め
る
た
め
、
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
力
作

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
四
月
一
一
日
、

審
査
は
四
月
二
二
日
で
す
。

連
絡
先
・
大
阪
府
連0

6-
6
37
2
-
81
31

全
国
き
り
え
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

劉老師を囲んで近畿からの17名


